
猪名川町観光協会特産品認定事業実施要綱 

 

 (目的) 

第１条 この要綱は、猪名川町観光協会会則第４条第７号及び第８号に係る事業を円滑に実施するために定

めるもので、猪名川町観光協会（以下、「観光協会」という。）が猪名川町の土産品として推奨するものを

認定し、町のＰＲに繋げることを目的とする。 

 

(名称) 

第２条 観光協会が認定する土産品の名称は「いな観イチ推し」とする。 

 

（審査会の設置） 

第３条  猪名川町観光協会いな観イチ推し審査会（以下、「審査会」という。）を設置する。 

   

(審査委員長) 

第４条 審査会に審査委員長及び副審査委員長を置く。 

２ 審査委員長は、観光協会会長が務め、会務を総理し、審査会の代表とする。 

３ 副審査委員長は、審査委員長が審査員の中の観光協会理事 1名を指名する。 

４ 審査委員長不在時は、副審査委員長がその職務を代理する。 

 

(審査会の成立) 

 第５条 審査会は審査委員長が招集し、審査会を開催する。 

２ 審査会は、審査員の過半数が出席により、開催、成立とする。 

３ 審査会は、各審査員の評価点の平均が、合格点以上のものを「いな観イチ推し」に認定する。 

４ 審査会は、年３回(原則２月、６月、１０月)開催する。ただし、申請案件がない場合は開催しない。 

 

 (審査員) 

第６条 審査会は次に掲げる９名の審査員をもって組織する。 

(１) 観光協会会長 

(２) 猪名川町商工会理事 

(３) ＪＡ兵庫六甲猪名川地区理事 

(４) 道の駅いながわ支配人 

(５) 猪名川町地域振興部長 

(６) 観光協会会員４名（１名以上は理事とし、観光協会理事会（以下、「理事会」という。）にて選任す

る。） 

２ 正副審査委員長以外の審査員は代理出席を可能とし、代理者の役職は問わない。 

３ 審査員は同行者１名の参加を可能とする。ただし、同行者に採点の権限は有しない。 

 

(審査員の任期) 

第７条 審査員の任期は２年間とする。また、任期途中で交代する際の新たな委員の任期は、前任者の残任



期間とする。ただし再任は妨げない。 

(申請資格) 

第８条 「いな観イチ推し」の申請対象は、観光協会会員とする。 

(認定申請) 

第９条  「いな観イチ推し」の審査を受けようとする者は、いな観イチ推し審査項目及び申請書（様式第１

号)と次に掲げるものを添えて申請するものとする。 

(１) 申請商品 

(２) 商品の写真（正面、横面、上面、内容など、特徴がわかる写真を３点以上、データによる提出を可

とする） 

(３) その他委員会が必要と認めるもの 

(審査方法) 

第１０条 前条の申請に基づき審査員が５段階で評価し、その平均が３以上のものを「いな観イチ推し」に認

定する。 

 

(認定通知) 

第１１条 前条に基づき認定した商品は（以下、「認定商品」という。）理事会に報告し、いな観イチ推し認

定書(様式第２号)を申請者に通知する。ただし、認定にあたっては条件等を付することができる。 

(認定シール) 

第１２条 認定商品は、認定シールを貼り、販売することができる。同シールは、認定された事業者（以下、

「認定事業者」という）が購入でき、その販売価格は理事会で決定・改定することができる。 

(認定内容の変更) 

第１３条 認定事業者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、いな観イチ推し認定変更届(様式第３号)を

提出しなければならない。ただし、変更の内容によっては、審査委員長の判断のもと、新たな申請となる場

合がある。 

(１) 認定商品の名称、形状及びデザインなどの変更 

(２)  認定事業者の氏名、住所(法人や団体においては、その名称、代表者や主たる事業所の所在地の変更)、 

その他、認定申請書の記載事項の変更 

 

 

 (認定商品の更新) 

第１４条 観光協会は概ね５年ごとに、認定商品の現状確認及び認定の更新作業等を行う。なお、その方法

については随時理事会において決定する。 

２ 認定事業者は、協会の通知に対して、速やかに更新手続き等を行う必要がある。 

 

 (認定の取り消し) 



第１５条 認定商品について、次の各号のいずれかに該当する場合は、理事会の合議によりその認定を取り消

し、いな観イチ推し認定取り消し通知書(様式第４号)をもって、認定事業者に通知する。 

(１) 法令違反や虚偽の申請があったとき 

(２) 猪名川町や観光協会の信用や品位を損なう恐れがあるとき 

(３） 「いな観イチ推し」として、ふさわしくないと認めたとき 

 

(認定事業者の責務) 

第１６条 認定商品の品質、流通、製造及び販売等に事故等の問題が生じたときは、当該認定事業者が直ちに

必要な措置を講ずるものとし、観光協会はその原因にかかわらず、責任は負わない。 

(販売、プロモーション等) 

第１７条 認定商品の販売については、各事業者と各施設管理運営責任者等との委託販売契約に基づくものと

し、観光協会では関与しない。 

２ 認定商品は 観光協会ホームページ、SNS、各種イベント等にて発信、紹介する。 

３ 認定商品以外に、兵庫県、（公社）兵庫県物産協会が「五つ星ひょうご」として認定する商品については、     

認定商品と同様にプロモーションすることができる。 

(会議の非公開) 

第１８条 審査会は、原則非公開とする。 

２ 審査会での審査内容は、原則非公開とする。 

(秘密の保持) 

第１９条 審査員は、申請者の個人又は企業情報をはじめ、審査会において審議された内容及び公表されない

認定の可否の理由等を他に漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

２ 審査員の代理者及び同行者においても、前項と同様とする。 

 

(要綱等の見直し等) 

第２０条  要綱等の見直しについては、理事会において決定する。 

 

(事務局) 

第２１条 審査会の事務局は、観光協会事務局が行う。 

 

(附 則) 

１ この要綱は、令和７年（２０２５）５月２２日から施行する。 

２ この要綱は、令和８年（２０２６）６月１２日から施行する。 


